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6 支えあいのイメージ
● 「自助・互助・共助・公助」
　私たちがいつまでも住み慣れた地域で生きがいを持って生活するには、様々な支援が必要になり

ます。複雑化・複合化する生活課題を解決しながら、可能な限り本人やその世帯の希望に基づいた

生活を送るために、自助・互助・共助・公助が連携し、それぞれの役割を果たすことが重要です。

　少子高齢化や人口減少の進展などにより、今後、共助・公助の大幅な拡充を期待することは難し

く、自助・互助の果たす役割が期待されています。

　住民と関係機関、各種団体等と共に学び実践しながら、支えあうしくみづくりが必要です。

「自助」は、自分のことを自分ですることで、市場サービスの購入を含みます。

「互助」は、近隣住民の支えあい、ボランティアなどによる相互扶助です。

「共助」は、介護保険などの社会保険制度による相互扶助です。

「公助」は、生活保護などの税による公の負担によるものです。
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■自分のことを自分でする
■自らの健康管理
　（セルフケア）
■市場サービスの
　購入

■当事者団体による取組
■高齢者によるボランティア・
　生きがい就労

■ボランティア活動
■住民組織の活動

■一般財源による高齢者
　福祉事業等
■生活保護
■人権擁護・虐待対策

■介護保険に代表される
　社会保険制度及びサービス

■ボランティア・住民組織の活動
　への公的支援

自助 互助

共助 公助

出典：厚生労働省資料

第3章

～第5期計画の
　　　　　基本的な考え方～
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1 計画策定の趣旨
　松山市では、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指し、平成17年に第１期地域福祉計

画を策定しました。その後、平成22年に第2期計画、平成26年に第3期計画を策定し、「みんなで、支

えあい、助けあい、安心して、暮らしてゆきたい、このまちで」を基本目標に掲げ、地域福祉の推進に

取り組んできました。

　また、松山市社会福祉協議会では、地域福祉計画と「地域福祉の目指すべき方向性」を共有しなが

ら、相互に補完・補強し合う活動計画として、それぞれ同時期に地域福祉活動推進計画を策定し、

「地域発！福祉パワーでまちづくり」を基本理念に掲げ、地域福祉の推進を図ってきました。

　平成31年に策定した第4期計画では、複雑化・多様化するニーズや課題に対応するため、地域福

祉計画及び地域福祉活動推進計画を一体的に策定し、松山市と松山市社会福祉協議会をはじめ、

住民組織や様々な関係団体、住民一人ひとりがより一層連携・協働できるようにすることで、より効

果的に地域福祉を推進してきたところです。

　第5期計画では、これまでの取り組みを継承しつつ、引き続き一体的な計画として策定し、「みんな

が参加し　つながり支えあう　共生のまちづくり」を基本理念に掲げ、時代の変化や地域の特性に

あった地域共生社会の実現に向けた取り組みを推進していきます。

　地域福祉の推進に当たっては、地域住民や福祉事業者、社会福祉活動を行う人がお互いに

協力して、地域の中で福祉サービスを必要とする人やその世帯が抱えるあらゆる課題を把握

し、関係機関と連携しながら解決につなげていくことが大切です。

　本計画では、これらの地域住民等が活動していくためのきっかけや機会づくり、また、活動を

支えていくためのしくみづくりなどの松山市や松山市社会福祉協議会の役割を示しています。

2 松山市社会福祉協議会について
　昭和26年10月に発足した松山市社会福祉協議会の歴史は、戦後の復興期から高度経済成長期

を経て現在まで我が国の社会経済状況と深く関わっており、この間に取り組んできた業務も、設立

当初の共同募金等を活用した地域福祉事業に加え、国や松山市の社会保障制度の拡充に伴い、松

山市等から公的な福祉サービス事業を中心に受託するなど、社会的弱者を幅広く支える役割を果た

してきました。

　その一方、時代の変革とともに公的な支援・福祉サービスでは対応できない地域での福祉課題や

生活課題も多様化かつ増大しており、「自助・互助・共助・公助」を基本に、地区社会福祉協議会等が

地域で実施する自主事業への支援の拡充や地域の福祉資源をいかした総合的な支援システムの整

備が求められています。

　また、平成23年3月11日に発生した東日本大震災をはじめ、近年全国各地で大規模災害が多発し

ており、松山市内でも平成30年7月豪雨災害をはじめ、大雨による土砂崩れや床下浸水等の被害が

発生しています。こうしたことを踏まえ、平常時からの備えはもちろんのこと、特に大規模災害時に

は行政と連携した災害ボランティアセンターの設置・運営等を担うこととなっていることから、近い

将来発生が予測されている南海トラフ巨大地震等への事前対策が重要課題となっています。

　こうした中、松山市社会福祉協議会では、松山市地区社会福祉協議会連絡会、松山市民生児童委

員協議会、松山市共同募金会、日本赤十字社松山市地区等の関係団体や松山市ボランティアセン

ターを核として活動する各種ボランティアとの協働により、社会福祉協議会の使命である地域福祉

の推進に取り組んでいます。
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地域住民等の参加による地域福祉の推進

〈一体計画イメージ図〉

相互に
連携・協働

地域福祉を推進
する基本計画

より具体的な
活動計画

地域福祉を推進する基本計画から
より具体的な活動内容まで含む
一体的な計画

地域福祉計画・地域福祉活動推進計画
「このまちのえがおプラン」

地域福祉計画
「ささえあいプラン」

（松山市）

地域福祉活動推進計画
「なもしプラン」

（松山市社会福祉協議会）

■福祉社会実現のための基本理念

■松山市社会福祉協議会イメージキャラクター（へこまんくん）について

○みんなが参加し　つながり支えあう　共生のまちづくり
　　全ての人が安心して暮らせる豊かな福祉社会を実現するため、上記基本理念を掲げ、地域の

　社会資源を有効に活用しながら、地域の高齢者や障がい者等要援護者の支援体制の更なる充

　実に努めます。

・社会福祉協議会は、昭和26年に制定された社会福祉事業法（現在の「社会福祉法」）に基づき設置された「民間の　

　社会福祉活動を推進すること」を目的とした非営利の民間組織です。

・全ての市町村、政令指定都市の区、都道府県、そして全国の段階に組織されています。

名前の由来：Heart-full Communication Matsuyama Net-work　には、
”心と心の結びあい”が松山いっぱいにあふれますようにという思いが込められています。

その頭文字をとって”He Co Ma N”、つまり「へこまん」です。
そして、ここ松山では、「へこまない（くじけない）」という事を「へこまん」といいます。

どんなことがあっても、へこまないでがんばる＝「へこまん！」です。

性別：男の子（ロボット）
年齢：０歳
性格：おっちょこちょいだけど、いつでも元気いっぱい
特技：手足が伸びて変形すること
好きな食べ物：オイルへこまんくん

【社会福祉協議会とは】
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3 計画の位置付け
　松山市では、「第6次松山市総合計画」を策定し、「様々な世代の人がつながり、支え合い、いきいき

と暮らせるまちを目指す」ことをまちづくりの理念の一つに掲げています。この中で、健康・福祉分

野では「健やかで優しさのあるまち」を基本目標として、誰もが社会とのつながりを保ちながら、安

心して子どもを育て、元気でいきいきと暮らせるような地域の基盤づくりや、健康の増進、福祉の向

上、介護や病気の予防推進に取り組むとともに、地域社会全体で積極的に支えあい、助けあえる、優

しさのあるまちづくりを目指しています。

　「このまちのえがおプラン」は、この総合計画を上位計画として地域福祉に関する各種施策を具体

的に進めていくための基本計画であるとともに、地域生活課題の解決に向けて「松山市高齢者福祉

計画・介護保険事業計画」、「松山市障がい福祉計画・障がい児福祉計画」、「松山市障がい者計画」、

「松山市子ども・子育て支援事業計画」、「松山市健康増進計画」など福祉分野やその他関連する個

別計画の施策を横断的、総合的に推進するものです。

　また、地区社会福祉協議会が地域の特性に応じて策定する「地域福祉活動計画」と連携し、効果

的に地域福祉を推進していきます。

　第3期までは、地域福祉計画は「ささえあいプラン」、地域福祉活動推進計画は「なもしプラ

ン」の愛称で、それぞれ浸透を図ってきました。第4期からはこれらの計画を一体的に策定する

に当たり、この新たな一体計画の下、みんながつながり支えあっていくことで、“私たちのまちを

笑顔広がるまちに”との思いを込めて、また、子どもから大人まで全ての人に分かりやすく、本計

画の愛称を「このまちのえがおプラン」としました。

4 計画の期間

　「このまちのえがおプラン」は松山市総合計画の健康・福祉に関わる分野等を具体化するものであ

り、5年間を実施期間とします。

　本計画の推進に当たっては、毎年、定量的な変化のみでなく地域住民等への影響なども含めて確

認を行い、その内容を松山市社会福祉審議会地域福祉専門分科会に報告し、市ホームページ等で公

表するとともに、必要に応じて地域住民や関係団体等から意見を伺い、計画推進のための取り組み

を検討します。

　また、計画期間内に、成果指標の達成度や地域住民等の意見等を勘案して総合的に評価を行い、

適切に進行管理を行います。

5 計画の進行管理

22 23

計画期間は、令和6年度から令和10年度までの5年間とします。

（計画期間中であっても、社会の状況が大きく変わったときなど、必要に応じて見直しを行います。）
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第5期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画 
このまちのえがおプラン

［地域福祉を横断的、総合的に推進する基本計画］

健康・福祉分野「健やかで優しさのあるまち」
第６次松山市総合計画

連携

令 和
5年度

令 和
6年度

令 和
7年度

令 和
8年度

令 和
9年度

令 和
10年度

令 和
11年度

総合計画

基本構想

計画

年度

基本計画

高齢者福祉計画・
介護保険事業計画

障がい者計画

障がい福祉計画・
障がい児福祉計画

子ども・子育て
支援事業計画

健康増進計画

地域福祉計画・
地域福祉活動推進計画
このまちのえがおプラン

～令和6年度

～令和6年度

令和7年度～令和16年度

令和7年度～令和16年度

令和6年度～令和10年度

令和6年度～令和8年度

令和6年度～令和8年度

令和6年度～令和15年度

令和3年度～令和8年度

～令和6年度

令和9年度～令和11年度

令和9年度～令和11年度

令和7年度～令和11年度

※令和7年度以降に改定される各計画の計画期間は予定です（点線部分）。

令和9年度～令和14年度

（2023年度）（2024年度）（2025年度）（2026年度）（2027年度）（2028年度）（2029年度）
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3 計画の位置付け
　松山市では、「第6次松山市総合計画」を策定し、「様々な世代の人がつながり、支え合い、いきいき

と暮らせるまちを目指す」ことをまちづくりの理念の一つに掲げています。この中で、健康・福祉分

野では「健やかで優しさのあるまち」を基本目標として、誰もが社会とのつながりを保ちながら、安

心して子どもを育て、元気でいきいきと暮らせるような地域の基盤づくりや、健康の増進、福祉の向

上、介護や病気の予防推進に取り組むとともに、地域社会全体で積極的に支えあい、助けあえる、優

しさのあるまちづくりを目指しています。

　「このまちのえがおプラン」は、この総合計画を上位計画として地域福祉に関する各種施策を具体

的に進めていくための基本計画であるとともに、地域生活課題の解決に向けて「松山市高齢者福祉

計画・介護保険事業計画」、「松山市障がい福祉計画・障がい児福祉計画」、「松山市障がい者計画」、

「松山市子ども・子育て支援事業計画」、「松山市健康増進計画」など福祉分野やその他関連する個

別計画の施策を横断的、総合的に推進するものです。

　また、地区社会福祉協議会が地域の特性に応じて策定する「地域福祉活動計画」と連携し、効果

的に地域福祉を推進していきます。

　第3期までは、地域福祉計画は「ささえあいプラン」、地域福祉活動推進計画は「なもしプラ

ン」の愛称で、それぞれ浸透を図ってきました。第4期からはこれらの計画を一体的に策定する

に当たり、この新たな一体計画の下、みんながつながり支えあっていくことで、“私たちのまちを

笑顔広がるまちに”との思いを込めて、また、子どもから大人まで全ての人に分かりやすく、本計

画の愛称を「このまちのえがおプラン」としました。

4 計画の期間

　「このまちのえがおプラン」は松山市総合計画の健康・福祉に関わる分野等を具体化するものであ

り、5年間を実施期間とします。

　本計画の推進に当たっては、毎年、定量的な変化のみでなく地域住民等への影響なども含めて確

認を行い、その内容を松山市社会福祉審議会地域福祉専門分科会に報告し、市ホームページ等で公

表するとともに、必要に応じて地域住民や関係団体等から意見を伺い、計画推進のための取り組み

を検討します。

　また、計画期間内に、成果指標の達成度や地域住民等の意見等を勘案して総合的に評価を行い、

適切に進行管理を行います。

5 計画の進行管理
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計画期間は、令和6年度から令和10年度までの5年間とします。

（計画期間中であっても、社会の状況が大きく変わったときなど、必要に応じて見直しを行います。）

（2024年度） （2028年度）

愛称「このまちのえがおプラン」
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計
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第5期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画 
このまちのえがおプラン

［地域福祉を横断的、総合的に推進する基本計画］

健康・福祉分野「健やかで優しさのあるまち」
第６次松山市総合計画

連携

令 和
5年度

令 和
6年度

令 和
7年度

令 和
8年度

令 和
9年度

令 和
10年度

令 和
11年度

総合計画

基本構想

計画

年度

基本計画

高齢者福祉計画・
介護保険事業計画

障がい者計画

障がい福祉計画・
障がい児福祉計画

子ども・子育て
支援事業計画

健康増進計画

地域福祉計画・
地域福祉活動推進計画
このまちのえがおプラン

～令和6年度

～令和6年度

令和7年度～令和16年度

令和7年度～令和16年度

令和6年度～令和10年度

令和6年度～令和8年度

令和6年度～令和8年度

令和6年度～令和15年度

令和3年度～令和8年度

～令和6年度

令和9年度～令和11年度

令和9年度～令和11年度

令和7年度～令和11年度

※令和7年度以降に改定される各計画の計画期間は予定です（点線部分）。

令和9年度～令和14年度

（2023年度）（2024年度）（2025年度）（2026年度）（2027年度）（2028年度）（2029年度）
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　本計画は、社会福祉法第107条に基づき地域福祉の推進に関する事項を一体的に定める市町村

地域福祉計画です。同法第4条から第6条には、地域住民、福祉事業者及び社会福祉活動を行う人

が地域福祉推進の主役であることや、国や行政の役割・責務などが定められています。

６ 根拠法令

24

○社会福祉法（昭和26年法律第45号）抜粋

　（地域福祉の推進）
第4条　地域福祉の推進は、地域住民が相互に人格と個性を尊重し合いながら、参加し、共生する地域社会の実現
　を目指して行われなければならない。
2　 地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者(以下「地域住民等」
　という。)は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を
　営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が確保されるように、地域福祉の推進に努め
　なければならない。
3　地域住民等は、地域福祉の推進に当たつては、福祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が抱える
　福祉、介護、介護予防(要介護状態若しくは要支援状態となることの予防又は要介護状態若しくは要支援状態
　の軽減若しくは悪化の防止をいう。)、保健医療、住まい、就労及び教育に関する課題、福祉サービスを必要とす
　る地域住民の地域社会からの孤立その他の福祉サービスを必要とする地域住民が日常生活を営み、あらゆ
　る分野の活動に参加する機会が確保される上での各般の課題(以下「地域生活課題」という。)を把握し、地域
　生活課題の解決に資する支援を行う関係機関(以下「支援関係機関」という。)との連携等によりその解決を図
　るよう特に留意するものとする。

　（福祉サービスの提供の原則）
第5条　社会福祉を目的とする事業を経営する者は、その提供する多様な福祉サービスについて、利用者の意向を
　十分に尊重し、地域福祉の推進に係る取組を行う他の地域住民等との連携を図り、かつ、保健医療サービスその
　他の関連するサービスとの有機的な連携を図るよう創意工夫を行いつつ、これを総合的に提供することができ
　るようにその事業の実施に努めなければならない。

　（福祉サービスの提供体制の確保等に関する国及び地方公共団体の責務）
第6条　国及び地方公共団体は、社会福祉を目的とする事業を経営する者と協力して、社会福祉を目的とする事業
　の広範かつ計画的な実施が図られるよう、福祉サービスを提供する体制の確保に関する施策、福祉サービスの
　適切な利用の推進に関する施策その他の必要な各般の措置を講じなければならない。
2　国及び地方公共団体は、地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備その他地域福祉
　の推進のために必要な各般の措置を講ずるよう努めるとともに、当該措置の推進に当たつては、保健医療、労
　働、教育、住まい及び地域再生に関する施策その他の関連施策との連携に配慮するよう努めなければならない。
3　 国及び都道府県は、市町村(特別区を含む。以下同じ。)において第百六条の四第二項に規定する重層的支援体
　制整備事業その他地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備が適正かつ円滑に行わ
　れるよう、必要な助言、情報の提供その他の援助を行わなければならない。

　（市町村地域福祉計画）
第107条　市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「市町村地
　域福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。
　一 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項
　二 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
　三 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
　四 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
　五 前条第一項各号に掲げる事業を実施する場合には、同項各号に掲げる事業に関する事項
２　市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、地域住民等の意見を反
　映させるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとする。
３　市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び評価を行うよう努めるとと
　もに、必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計画を変更するものとする。

第4章

～地域福祉推進に
　　　　　向けた取り組み～




